
兵庫県こころのケアセンター「こころのケア」シンポジウム
～複雑性PTSDを考える～

こころのケアシンポジウムでは、「こころのケア」に関する先進的な事例等を情報発信しています。

基調講演

複雑性ＰＴＳＤの理解と支援
－日常臨床における我流・実践の紹介

参加費
無 料

■阪神電鉄「春日野道」駅から南へ徒歩約８分

■阪急電鉄「春日野道」駅から南へ徒歩約16分

■ＪＲ神戸線「灘」駅から南西へ徒歩約25分

※お車での来場はご遠慮ください。

※会場では必ずマスクをご着用ください。

場　所：兵庫県こころのケアセンター
定　員：会場５０人 及び ＺＯＯＭウェビナーによるネット配信２００人

日　時：令和４年

１２/１４（水）

【略歴】
昭和 58 年　東京大学医学部　卒業
東京大学医学部附属病院精神神経科、東京都立中部総合精神保健センター、
東京都立墨東病院内科・救命救急センター、神経研究所附属晴和病院、東京逓信病院精神科・医長、三重大学医学部精神科・講師、
国立精神・神経センター武蔵病院（現・国立精神・神経医療研究センター病院）外来部長を経て、
平成 18 年 7月、東京飯田橋に原田メンタルクリニック・東京認知行動療法研究所を開設、現在に至る
大正大学・学習院大学臨床心理学科、非常勤講師を併任

【著作（単著）】
正体不明の声－対処するための10のエッセンス（アルタ出版）、統合失調症の治療－理解・援助・予防の新たな視点（金剛出版）
精神療法の工夫と楽しみ（金剛出版）、強迫性障害のすべてがわかる本（講談社）、精神療法の基礎と展開－「受容・共感・一致」を実践するために
（金剛出版）

【編著】
強迫性障害治療ハンドブック（金剛出版）、適応障害（日本評論社）、複雑性PTSDの臨床―心的外傷～トラウマの診断力と対応力を高めよう
（金剛出版）

【共著】
うつ病治療－現場の工夫より（メディカルレビュー社）（神田橋條治、渡辺衡一郎、菊池俊暁との共著）
複雑性PTSDとは何か―4人の精神科医の座談会とエッセイ（金剛出版）、（飛鳥井望、神田橋條治、高木俊介との共著） ほか翻訳等多数

兵庫県こころのケアセンター　
神戸市中央区脇浜海岸通１-３-２

１３：３０～１７：00（12：30受付開始）

原田　誠一　
原田メンタルクリニック・
東京認知行動療法研究所　院長



申　 込　 等

兵庫県こころのケアセンター「こころのケア」シンポジウム　参加申込書　

主催 : 公益財団法人ひょうご震災記念２１世紀研究機構 ／ 共催 : 兵 庫 県／ 後援 : 神 戸 新 聞 社

※Ｅメールでの申し込みの方は、件名を「シンポジウム申し込み」とし、上記の事項を明記、もしくは参加申込書を添付して送信してください
　（Ｅメール：kensyu@j-hits.org） 、　（FAX078-200-3017）
※ご記入いただきました個人情報は、本シンポジウムの企画・運営にかかわる業務においてのみ使用します。
※災害等でシンポジウムを開催できない場合、ご連絡することがあります。

◆13:30～13:35　開会・挨拶

◆13:35～14:15 研究報告
「複雑性ＰＴＳＤに対する認知行動療法
（STAIR/Narrative Therapy）の効果
－前後比較試験の結果を交えて－」

◆14:20～15:50　基調講演
「複雑性ＰＴＳＤの理解と支援
ー日常臨床における我流・実践の紹介」

◆16:00～16:50　パネルディスカッション

テーマ：複雑性ＰＴＳＤ

◆17:00　 閉会

お問い合わせ

公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構　　兵庫県こころのケアセンター　研修情報課　
〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通１-３-２
電話：078-200-3010　FAX：078-200-3017　Ｅメール：kensyu@j-hits.org　

会場参加、オンライン配信視聴ともに、下記申込フォームからお申し込みください。
【申込フォーム】https://www.j-hits.org/form/symposium_r041214/ 
※下記の参加申込書をご記入いただき、Eメール等でお申し込みもできます。
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

兵庫県こころのケアセンター
主任研究員　 須賀　楓介

原田　誠一
兵庫県こころのケアセンター
副センター長兼研究部長

兵庫県こころのケアセンター
主任研究員　

亀岡　智美
須賀　楓介

原田メンタルクリニック・
東京認知行動療法研究所
院長

プログラム

（パネリスト）

兵庫県こころのケアセンター
センター長 加藤　　寛

お名前

（フリガナ） 会場 ・ ネット配信

（いずれかに○印をつけてください。）

ご勤務先等 職 種

お住いの都道府県

電 話 （ 　　　  ）  　　－ FAX （ 　　　  ）  　　－ 

Ｅメール

※ ネット配信をご希望の方は、必ずご記入ください。

配慮希望の有無
手話通訳 要約筆記 磁気ループ

（左の配慮を希望される方は○をつけて11月5日までにお申し込みください。）

原田メンタルクリニック・
東京認知行動療法研究所
院長

（コーディネーター）

原田　誠一


